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年

頭

の
司，守

、ー

挨

拶

川

内

町

長

森

一房

補
正
総
額

道
路
改
良
費
、

-2 

億
九
千
三
百
九
十
八
万
五
千
円
払

温
泉
整
備
動
力
装
置
設
置
工
事
費
な
ど
市
1

平
成
六
年
度
の
+
二
月
定
例
町

議
会
は
、
十
二
月
二
十
日
開
会
し
、

平
成
六
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案

十
二
件
の
ほ
か
、
発
議
一
件
、
報

告
一
件
、
請
願
一
件
が
提
案
さ
れ

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
採

択
さ
れ
、
二
十
二
日
閉
会
し
ま
し

た。
主
な
も
の
は
、

す。

次
の
と
お
り
で

補

正

予

算

老
人
福
祉
費
、
道
路
改
良
費
、

温
泉
整
備
動
力
装
置
設
置
工
事
費
、

老
人
医
療
給
付
費
負
担
金
な
ど
総

額

一
億
九
千
三
百
九
十
八
万
五
千

円
の
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

般

会

+I 

z
=
ロ

補
正
総
額

一
四
九
、

O
五
一
千
円

累
計
総
額

四
、
六
八
四
、
八

O
八
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

カ

l
ブ
ミ
ラ

i
設
置
費
(
お
基
)

四
、
二
二
八
千
円

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
金

一
一、
一
四
九
千
円

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
設
置
委
託

一
、
六
八
三
千
円

老
人
保
護
措
置
費

一
O
、
二
四
四
千
円

東
温
地
区
も
ち
米
乾
燥
調
整
施
設

整
備
事
業
補
助
金一

、
七

一
七
千
円

温
泉
整
備
事
業
費
(
動
力
装
置
設

置
工
事
)

二

一
、

0
0
0千
円

道
路
橋
梁
維
持
修
繕
工
事
費

一
O
、
0
0
0千
円

道
路
橋
梁
新
設
改
良
工
事
費

五

O
、
五

O
O千
円

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
費
(
三

軒
屋
音
回
線
工
事
請
負
費
ほ
か
)

二
七
、
四

O
O千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
総
額
一
四
、
二
二
四
千
円

累
計
総
額
六
九

O
、
六

O
七
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
保
険

者
負
担
金

一
三、

0
0
0千
円

退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費
保

険
者
負
担
金

二
、
八

O
O千
円

老
人
保
健
医
療
費
負
担
金

ム
二、

一
五
三
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

二
六
、
五
一

O
千
円

補
正
総
額

累
計
総
額

一
、

O
八
四
、

九
九
八
千
円



主
主
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

老
人
医
療
給
付
費
負
担
金

二
八
、

0
0
0千
円

老
人
医
療
支
給
費
負
担
金

ム
二
、

0
0
0千
円

簡
易
水
道
特
別
会
計

人
件
費
の
補
正
で
補
正
総
額
は
、

四
、
二

O
O千
円

累
計
総
額
二
七
八
、
四
九
一
千
円

般

議

案

。
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
に
吉
久
の
大
西
良
温
氏

を
推
薦
す
る
た
め
意
見
を
求
め
、

同
意
を
さ
れ
ま
し
た
。

。
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

O
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行

為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
問
、

休
暇
等
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

。
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

一
般
職
の
国
家
公
務
員
に
つ
い

で
俸
給
月
額
、
扶
養
手
当
、
期
末

手
当
等
の
額
の
改
定
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
町
職
員
に
つ
い

て
も
同
様
の
措
置
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

。
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

ぃ
、
川
内
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

O
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

三
島
段
線
(
保
免
)
が
町
道
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

報

とt
cコ

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報

生
ロ継

続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
五
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
に

よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

3青

願

。
戦
後
補
償
問
題
に
つ
い
て
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

議

員

発

議

O
治
水
関
係
予
算
の
拡
大
に
関
す

る
意
見
書

国
の
平
成
七
年
度
予
算
編
成
に

当
た
り
、
治
水
関
係
予
算
の
拡
大

配
分
、
渇
水
対
策
に
資
す
る
公
共

投
資
重
点
化
枠
予
算
の
重
点
配
分

に
つ
い
て
、
格
段
の
配
慮
を
要
請

す
る
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
他

関
係
各
大
臣
あ
て
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
名
称

川
内
町
公
共
下
水
道

都
市
計
圃
決
定
を
行
う
区
域

市
街
化
区
域
全
域

一
O
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

処
理
施
設
の
位
置

川
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

川
内
町
大
字
吉
久

3 

松
山
広
域
都
市
計
画
下
水
道

川
内
町
公
共
下
水
道
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

川
内
町
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
環
境
を
快
適
な
も
の
と
す
る

た
め
、
生
活
排
水
対
策
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
と
し
て
都

市
計
画
区
域
で
行
う
公
共
下
水
道

事
業
が
あ
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
か
ら
全
体
計
画
の

策
定
に
着
手
し
、
平
成
六
年
度
都

市
計
画
事
業
と
し
て
実
施
す
る
旨

の
決
定
を
行
い
、
平
成
七
年
度
よ

り
事
業
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
川
内
町
公
共
下
水
道

計
画
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
こ
協

力
を
い
た
だ
く
た
め
次
の
と
お
り

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
二
月
三
日
(
金
)

午
前
十
時
1
正
午

会
場
川
内
町
中
央
公
民
館

都
市
計
画
の
種
類

松
山
広
域
都
市
計
画
下
水

道
の
変
更
(
川
内
町
決
定
)

「
下
水
道
で

水
も
町
も
美
し
く
」
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『大
切
な
松
林
を

松
く
い
虫
か
ら

守
る
た
め
に
』

松
は
古
く
か
ら
日
本
人
の
暮
ら

し
ゃ
精
神
文
化
に
深
く
関
わ
る
重

要
な
存
在
で
す
。
今
日
で
も
松
林

は
、
木
材
の
供
給
は
も
と
よ
り
、

海
岸
、
河
口
の
砂
質
土
壌
地
帯
に

わ
け
る
飛
砂
や
潮
害
の
防
備
、
防

風
、
風
致
景
観
の
維
持
、
ま
た
、

風
化
花
同
岩
地
帯
や
里
山
の
せ
き

悪
林
地
地
帯
に
お
け
る
土
砂
の
流

出
や
崩
壊
の
防
備
、
水
源
の
か
ん

養
、
生
活
環
境
の
保
全
・形
成
等
、

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で

大
変
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
大
切
な
松
林
を
松
く

い
虫
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
森

林
病
害
虫
等
防
除
法
や
松
く
い
虫

被
害
対
策
特
別
措
置
法
等
に
基
づ

き
、
様
々
な
被
害
対
策
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
松

く
い
虫
被
害
は
、
年
々
減
少
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
な
お

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
引
き
続

き
総
合
的
な
被
害
対
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 

大
切
な
松
を
松
く
い
虫
の
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
が

一

体
と
な
っ
て
、
計
画
的
に
対
策
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
園
、

県
、
市
町
村
で
は
、
被
害
対
策
の

計
画
を
作
っ
て
、
そ
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
松
林
所
有
者

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
松
く
い
虫
防
除
の
重

要
性
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め、

「松
く
い
虫
被
害
対
策
」
に
関

す
る
特
集
を
3
回
に
わ
た
り
行
う

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
第

1
同

は
、
「
松
く
い
虫
被
害
の
発
生
機

構
、
松
く
い
虫
の
防
除
方
法
」
、
第

2
回
は
、
「
川
内
町
に
お
け
る
松
く

い
虫
被
害
の
概
要
、
特
別
防
除
(
薬

剤
空
中
散
布
)
の
概
要
」
、
第
3
凹

は
、
「
川
内
町
に
お
け
る
松
く
い
虫

防
除
に
伴
う
影
響
調
査
、
松
く
い

虫
防
除
に
関
す
る
意
向
調
査
」
に

つ
い
て
む
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

〈
松
く
い
虫
被
害
の
発
生
機
構
〉

⑦
松
枯
損
の
原
因

松
枯
損
の
原
因
に
は
、
風
宝
口
等

の
気
象
害
、
ツ
チ
ク
ラ
ゲ
菌
や
マ

ツ
バ
ノ
タ
マ
パ
エ
等
の
病
虫
害
、

移
植
や
不
適
切
な
手
入
れ
の
た
め

に
起
こ
る
生
理
的
衰
弱
、
大
気
汚

染
等
に
よ
る
環
境
条
件
の
悪
化
等

様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
激
甚
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
激

害
型
の
松
枯
損
の
原
因
は
、
国
立

林
業
試
験
場
等
の
研
究
に
よ
り
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
り

媒
介
さ
れ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ユ
ウ
と
い
う
体
長
l
m
に
も
満

た
な
い
小
さ
な
線
虫
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
マ
ツ
ノ
、
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ

ウ
が
松
枯
れ
の
犯
人
で
、
マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
そ
の
運
び
屋

な
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
松
を
守
る
た
め
に

は
、
病
原
体
で
あ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
と
運
び
屋
の
マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
の
関
係
を
断

ち
切
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
松
く
い
虫
被
害
発
生
の
し
く
み

.
松
く
い
虫
と
は

松
く
い
虫
と
は
一
般
に
知
ら
れ

て
い
る
名
称
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
特
定
の
名
前
の
昆
虫
が
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
は
、
マ
ツ
類

の
枝
や
樹
幹
に
穴
を
あ
け
て
侵
入

し
、
樹
皮
下
を
食
害
す
る
せ
ん
孔

性
甲
虫
類
の
総
称
で
す
。
こ
の
せ

ん
孔
性
甲
虫
類
は
、
印
種
以
上
の

多
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

な
お
、
松
く
い
虫
被
害
特
別
措

置
法
に
お
け
る
松
く
い
虫
は
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
を
指
す
も

の
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
被
害
発
生
の
し
く
み

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
に
よ

り
枯
損
し
た
松
の
材
内
で
幼
虫
期

を
過
ご
し
た
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
体

内
(
気
管
)
に
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ユ
ウ
を
保
有
し
て
被
害
木
か
ら

外
界
へ
と
羽
化

・
脱
出
し
、
栄
養

摂
取
の
た
め
、
健
全
木
の
若
枝
の

樹
皮
を
食
害
し
ま
す
。
こ
れ
を
後

食
(
こ
う
し
ょ
く
)
と
い
い
ま
す
。

こ
の
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

が
後
食
す
る
際
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ユ
ウ
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
か
ら
離
脱
し
て
、
そ
の
食

痕
か
ら
松
の
材
内
に
侵
入
し
、
樹

体
の
組
織
や
生
理
に
異
常
を
引
き

起
こ
し
、
全
身
的
な
発
病
か
ら
、

松
は
衰
弱
、
枯
死
に
至
り
ま
す
c

一
方
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ご

の
よ
う
な
衰
弱
し
た
松
(
樹
脂
の

流
出
が
止
ま
っ
た
松
)
に
産
卵
し
、

ふ
化
し
た
幼
虫
は
、
樹
皮
下
を
食

害
し
て
育
ち
、
秋
に
入
っ
て
気
祖

が
下
が
っ
て
く
る
と
材
内
に
踊
室

を
つ
く
り
越
冬
し
ま
す
。
こ
の
時
、

先
に
松
の
材
に
侵
入
し
て
い
た
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
は
、
春
、

マ
ツ
ノ
マ
、
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
羽
化
・

脱
出
す
る
際
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
の
踊
室
の
周
辺
に
集
ま
っ

て
き
て
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
の
体
内
(
気
管
)
に
潜
入
し
、

再
び
外
界
へ
運
び
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
〉
7
に
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ユ
ウ
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
枯
損
松
か
ら
外

界
に
脱
出
し
、
新
た
な
松
樹
体
内

で
繁
殖
す
る
一
方
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
に
よ
っ
て
衰
弱
し
た
松

に
産
卵
、
そ
し
て
繁
殖
す
る
と
い

う
相
互
に
極
め
て
緊
密
な
共
生
関

係
に
あ
り
ま
す
。

4 

③
松
く
い
虫
被
害
の
症
状

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
侵

入
す
る
と
、
葉
の
色
の
変
化
等
外

観
的
な
症
状
よ
り
先
に
、
ま
ず
第

一
に
、
樹
脂
が
急
に
少
な
く
な
る



内
部
異
常
を
起
こ
し
ま
す
。
葉
の

変
色
や
し
お
れ
等
外
観
的
変
化
が

現
れ
る
の
は
そ
の
後
で
、
変
色
と

し
お
れ
は
ど
ち
ら
か
が
先
に
な
る

場
合
、
同
時
に
起
こ
る
場
合
と
様
々

で
す
。
葉
の
変
色
や
し
お
れ
は
、

旧
葉

(
2
1
3
年
生
の
葉
)
か
ら

新
葉
(
そ
の
年
に
生
じ
た
葉
)
へ

と
進
む
の
が
一
般
的
で
す
。
針
葉

が
坦
期
間
に
鮮
や
か
な
赤
褐
色
に

変
色
し
、
次
第
に
退
色
、
そ
し
て

落
葉
に
至
り
ま
す
。

外
観
的
な
し
わ
れ
や
赤
褐
色
の

変
色
は
、
西
日
本
の
暖
地
で
は
、

ほ
と
ん
ど
感
染
し
た
年
内
に
現
れ

ま
す
。

ザイセンチュウによる枯れの進み方

〈
松
く
い
虫
の
防
除
方
法
》

松
く
い
虫
の
防
除
に
当
っ
て
は
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
の
運
び

塵
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
を
防
除
の
対
象
と
し
て
、
次
の

方
法
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
予
防
措
置
と
し
て
は
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
体
内
に

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
を
保
持

し
て
被
害
木
か
ら
羽
化
脱
出
し
、

栄
養
摂
取
の
た
め
健
全
な
松
枝
を

か
じ
る
時
期

(
5
1
7
月
頃
)
に

空
中
あ
る
い
は
地
上
か
ら
薬
剤
を

樹
冠
部
に
散
布
し
て
お
き
、
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
後
食
す
る

の
を
ね
ら
っ
て
殺
虫
す
る
方
法
が

取
ら
れ
て
い
ま
す
。
(
特
別
防
除
、

地
上
散
布
)

一
方
、
被
害
を
受
け
た
松
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
翌
年
そ
こ
か
ら
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
を
保
持
し
た

l
l
l

マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
が
羽

化
脱
出
し
、
周

辺
の
松
に
被
害

を
拡
散
す
る
こ

介
」
に
介

T
G
こ
と

か
ら
、
駆
除
措

置
と
し
て
、
被

害
を
受
け
た
枯

損
木
を
秋
か
ら

翌
春
に
か
け
て

伐
倒
の
う
え
薬
剤
処
理

あ
る
い
は
破
砕
・
焼
却

を
行
い
、
材
内
に
い
る

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
の
幼
虫
を
殺
虫
す
る

方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
(
伐
倒
駆
除
、
特
別

伐
倒
駆
除
、
補
完
伐
倒

駆
除
等
)

ま
た
、
伐
採
木
や
伐

採
跡
地
の
校
条
・
根
株
、

枯
損
幼
齢
木
も
被
害
の

感
染
源
と
な
る
こ
と
か

ら
薬
剤
等
に
よ
る
駆
除

が
行
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、

被
害
材
に
つ
い
て

は
移
動
に
よ
る
被

害
の
拡
散
を
防
ぐ

た
め
移
動
制
限
等

の
措
置
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
被

害
の
激
甚
な
松
林

な
ど
に
あ
っ
て
は
、

他
の
松
林
へ
の
感

染
源
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
ヒ

ノ
キ
林
や
ク
ヌ
ギ

林
な
ど
他
の
樹
種

に
切
り
替
え
て
し
ま
う
樹
種
転
換

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
最
近
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ユ
ウ
自
体
を
防
除
す
る
方
法

と
し
て
、
健
全
な
松
の
樹
幹
に
あ

ら
か
じ
め
薬
剤
を
注
入
し
て
予
防

す
る
樹
幹
注
入
剤
や
、
誘
引
物
質

を
利
用
し
て
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
を
誘
引
し
殺
虫
す
る
方
法
な

ど
が
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
育
種
の
面
か
ら
は
、
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
に
抵
抗
性

を
有
す
る
松
の
品
種
の
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

5 



6 

十
歳

H

大
人
の
仲
間
入
り
ω

を
祝
う
成
人
式
が
、
-
月
十

五
日
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
四
+
九
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
聞
に
生

ま
れ
た
百
四
十
七
人
で
、
そ
の
う
ち
百
+
三
人
が
出

席
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
町
長
の
式
辞
、
記
念
品
の
贈
呈
(
受
領
者
新
成

人
代
表
河
野
孝
美
さ
ん
)
、
来
賓
の
祝
辞
を
受
け
た

あ
と
、
代
表
し
て
渡
部
光
温
さ
ん
が
二
十
歳
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
成
人
の
参
加
者
は
記
念
写
真
を
撮

り
、
会
場
を
二
階
第
一
会
議
室
に
変
え
て
、
新
成
人

自
ら
企
画
し
た
茶
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ひ
さ
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
、

忘
れ
て
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

先
生
と
時
間
を



二
十
歳
を
迎
え
、
社
会
的
に
は

成
人
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
が
、

僕
自
身
は
憂
い
の
な
い
生
活
を

未
だ
送
っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
に

も
親
の
援
助
な
く
し
て
は
大
学
生

活
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
有
様

で
す
。こ

の
よ
う
な
状
態
で
、
果
た
し

て
成
人
の

白
覚
な
ど
も
て
る
で

し
ょ
う
か
。
正
直
な
話
、
僕
自
身

こ
の
度
の
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
、

は
た
ち
の
感
慨
な
ど
何

一
つ
感
ピ

ま
せ
ん
で
し
た
。

た
し
か
に
は
た
ち
に
な
っ
て
、

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
喫
煙

・
飲

酒
が
認
め
ら
れ
、
犯
罪
を
犯
せ
ば

実
名
で
世
間
に
報
道
さ
れ
て
、
未

成
年
と
い
う
特
権
は
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
が
白 渡部光温さん(茶堂)

分
を
変
え
て
し
ま
う
な
ん
で
あ
り

え
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は

「
否
」
で
す
。
人
は
ひ
と
つ
歳
を

と
っ
た
だ
け
で
突
然
変
わ
る
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
い
ま

私
は
親
の
庇
護
の
も
と
、
ぬ
く
ぬ

く
と
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

で
す
。
二
十
歳
の
自
覚
な
ど
、
も

て
と
い
う
の
が
ど
だ
い
無
理
な
話

で
す
。で

は
、
成
人
式
と
い
う
の
は
無

益
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い

や
そ
う
で
は
な
く
、
二
十
歳
に
な
っ

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を
善
く
す
る

の
も
、
悪
く
す
る
の
も
私
達
な
の

だ
か
ら
、
こ
の
機
会
に
こ
そ
白
八
万

を
省
み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
自
身
そ
れ
が
で

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
僕
は
ム
ブ

の
ま
ま
で
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
、
別
に
今
の
ま
ま
で
良
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
れ
に
何
も
自
分

が
変
わ
る
必
要
な
ど
な
い
の
で
は

な
い
か
、
放
っ
て
お
け
ば
ど
こ
か

で
誰
か
が
こ
の
世
の
中
を
変
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

一一一色川
J
K

忠
?

た
と
こ
ろ
で
何
も
変
わ
り
は
し
な

い
か
ら
こ
そ
、
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
は
自
分
の
言

動
・
生
活
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
省
み

よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

二
十
歳
を
迎
え
て
成
人
式
に
臨
む

今
こ
そ
、
自
分
は
今
ま
で
何
を
し

て
き
た
か
、
成
人
と
な
り
自
分
は

何
を
為
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
、
じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
る

べ
き
で
す
。

次
の
世
代
を
担
っ
て
ゆ
く
の
は
、

間
違
い
な
く
我
々
自
身
な
の
だ
し
、

そ
の
答
え
は
ま
た
も
「否
」
で
す
。

所
詮
私
達
は
ま
だ
ま
だ
大
人
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
甘
え

を
言
い
続
け
る
わ
け
に
も
い
き
ま

せ
ん
。
自
分
以
外
の
何
か
に
す
べ

て
を
委
ね
る
の
は
や
め
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
自
分
の
足
で

立
ち
、
歩
い
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

僕
は
ま
だ
数
年
は
学
生
で
親
の

援
助
が
必
要
で
す
が
、
い
ず
れ
一

人
立
ち
す
る
日
が
く
る
の
で
す
か

ら
、
こ
の
は
た
ち
と
い
う
絶
好
の

機
会
に
、
自
分
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
考
え
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
二
十
年、

両
親
、
先
生
、
友
達
・
・・
沢
山
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

二
十

歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
突
然

一
人
立
ち
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
自
分
な
り
に
大
人
で
あ
る
と

い
う
自
覚
を
も
っ
て
、

周
囲
と
協

調
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
c

河野孝美さん(竹之鼻)

友
達
の
中
に
は
、
既
に
社
会
ヘ
/

出
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
私
は

大
学
生
と
い
う
肩
書
き
の
下
、
大

人
に
な
る
為
の
猶
予
期
聞
を
過
ご

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

の
大
学
生
は
、
就
職
活
動
を
始
め

る
段
階
に
な
っ
て
、
慌
て
て
自
分

を
見
つ
め
直
す
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
私
は
き
ち
ん
と
目

標
を
も
っ
て
何
事
に
も
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
ま
ず
、
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、
資
格
を
得
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
て

情
報
処
理
技
術
、
英
会
話
な
ど
に

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

貴
重
な
自
己
財
産
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
熱
中
す

る
と
い
う
の
は
、
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
大

人
な
の
か
、
そ
の
到
達
点
と
い
う

も
の
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず

他
人
を
思
い
や
る
心
の
余
裕
、
周

囲
へ
の
気
配
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
に
と
っ

て
大
人
へ
の
第

一
歩
な
の
で
す
。
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クリスマスパーティー砂

12月22日に川内町中央公民館大ホール

において、若者自由塾主催のクリスマス

/"1ーティ が開催:されました。

中央公民館玄関外壁のクリスマスツリー

のイルミネーションからはじまり、車i↓E里、

会場づくり、運営にいたるまで自分たち

の手でやる手作りのパーティーでした。

ぷずづ 力メ5
1舗をア Lノポ一介

‘交通茶屋

12月20目、川上農協前で年末年始の交通

安全を願って、交通茶屋が行われました。

交通茶屋では、松山東署、松山東交通安

全協会の川|上・三内支部、交通安全母の会、

交通安全指導員さんたちが、道ゆくドライ

パ ヘ夜間反射材等を手渡し、安全運転を

お願いしました。

‘年末少年夜警

12月26日、冷たし¥/J¥雨が、パラつく中、

少年消防クラブ員を中心に年末夜警が行

われました O

消防団員の法被を着せてもらって出発。

「火の用心、マッチ 1本火事のもと」を

連呼しなが、ら、消防団員とともに、沿道

の民家に防火を呼びかけました O
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4元E健康マラソン大会

おだやかな晴天に恵まれた元日に

恒例となりました元E健康マラソン

カf行われました。

町内外からの参加者285名は、午前

10時の 7km の部から順次スタートし、

元日の初走りを楽しんでいました。

上位入賞者は、次の皆さんです。

第 6回元E健康マラソン大会入賞者一覧表

仁三さ1型性[三産向F井部T雅光E諭来弘ゴ日Iク5ラス1別世 !白氏石 哲主也 『 ク7ぷf位 黒瓦川l 名茂

km 1 11 km 1 11 km 

健 2位 競争 2位一宮大倫競争 2位丹 秀明

明 3位戒能和憲[(男)I 3位黒川博幸明)I 3位奇口茂樹
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三世代交流会砂

恒例となりました三世代交流会が 1月

8日、中央公民館大ホールで行われまし

た。

山本アツ子婦人会長のあいさつの後、

小学生による選手宣誓が行われ、いよい

よレクゲームの始まりです。

最初は、お互いはずかしそうでしたが、

班対抗ゲームに入る頃には、皆いっしょ

になってゲームを楽しんでいました。
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わが家め愛ドlし

満 1i殺を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集します。

コメン卜には名前、住所、生年月 日、両親の名前、赤ちゃんを

紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに

役場総務課広報係まて、送って下さい。

(川
区

細高

木
)

川

伸

也

く

ん

長

男

二

月
六
日
生
)

父

・

富

生

母

・
静
子

我
家
の
期
待
の
星
伸
也
君
。
じ
い
ち
ゃ
ん
と

田
ん
ぼ
ヘ
行
け
る
日
が
早
く

来
る
と
い
い
ね
。

満 1歳です/
(
茶
堂
)

和

田

真

宜

く
ん

二
男

二

月

二
十
四
日
生
)

父

・
悟

母

・
亜
由
美

ワ
ン
パ
ク
指
数
二
O
O
%の
ま
あ
君
、
強
<
、

元
気
に
た
く
ま
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
に

成
長
し
て
下
さ
い
。

皆様の投稿お待ちしていますノ
(J)ゐ@⑭

日司鴎

みなさんの周りの身近な話題を載せてい

ますO

各地区の話題や催し物等、

せください。

どしどしお寄

すむくか・ご(
のきだじ・ざこ
で 、さめ・いの
よ取い広まよ
ろ材 O 報しう
しにな{系たな
くまにへら催
J い はご、し

りさーあ・物
まで報ら・が

10 

園
門
岡
征
吾
さ
ん

(
フ
ラ
ン
ス
料
理
シ
ェ
フ
)

圃
を
お
迎
え
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

十
二
月
十
四
日
、
元
松
山
全
日

空
ホ
テ
ル
の
洋
食
総
料
理
長
の
門

田
征
吾
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
料
理
教
室
が
川
上
農
協
本

所
二
階
の
調
理
主
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
川
上
農
協
婦
人
部
が

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
本
格
的
な
フ

ラ
ン
ス
料
理
(
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
)

を
学
ぼ
う
と
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
川
上
農
協
婦
人
部
か

ら
約
二
十
名
が
参
加
し
、
門
田
先

生
の
指
導
の
も
と
、
ク
リ

ス
マ
ス
料
理
に
取
り
組
み

寺
小

1
レルハ」
0

料
理
教
室
の
後
は
、
門

田
先
生
の
話
し
を
聞
き
な

が
ら
試
食
し
、
あ
わ
せ
て

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
ま
で
教

え
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で

す
。
う
ら
や
ま
し
い
。



ヤ
会
愉
他
山
主
品
叫

#
g，制
m
T
J《
ソ
丸
み
立
す

る
か
た
わ
ら
、

こ
つ
こ
つ
収

集
し
た
膨
大
な
教
育
資
料
を
微
視

的
に
分
析
、
整
理
し
、

一
冊
の
本

に
ま
と
め
て
ゆ
く
。
資
料
の
収
集
、

整
理
、
分
析
、
執
筆
、
校
正
な
ど

一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
過
程
で
は
、

膨
大
な
労
力
を
必
要
と
す
る
。
そ

れ
も
大
学
院
時
代
の
訳
書
「
シ
ユ

ル
ツ
伝
記
ア
メ
リ
カ
最
初
の
幼
稚

ツ
ト
ワ
!
っ
ー

園」

、
一
九
八
八
年
の

「昭
和
前

期
初
等
教
育
の
実
相
と
そ
の
考
察
」

今
回
の
「
占
領
期
に
お
け
る
愛
媛

の
教
育
」
と
早
く
も
三
冊
出
版
さ

れ
た
。
な
ん
と
も
工
、
不
ル
ギ
y
シ

ユ
な
先
生
で
あ
る
。

同
町
昧
は
?
の
聞
い
に
「
こ
れ
と

い
っ
て
な
い
。
し
い
て
い
え
ば
、

l

i

l

i

-

-

-

ー

映
画
鑑
賞
か

唱
温
圃
・
・
・
・

-
一
な
」
と
。
本

-----u
一
当
は
仕
事
が

・
・
・
圏
圃
園
田

一
趣
味
な
の
か

a圃
司
唱
1

学
一
も
し
れ
な
い
。

制

j

・
・
・

十
最
後
に
「
地

品
、.

ぃ
i
一
域
に
残
る
教

・
圃
隠
麟
蹴
園

口
一
育
資
料
を
収

醐
輔
副
圏
層
圏
マ了一

集
し
た
い
の

“
官
事

4
・
・
園
田
園
鋼
盟

国
土
一

-
R圃
圃
関
圏

一

で

持

っ
て

I
l
l
1
11
1
1
l

い
る
方
は、

ぜ
ひ
見
せ
て
ほ
し
い
。
古
い
学
芸

会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
か
、
子
供

の
作
文
と
か
何
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。」
と

逆
に
お
願
い
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
と
も
そ
つ
が
な
い
先
生
で

あ
る
。

昭和・平成カラオケ歌の祭典で
最優秀賞受賞砂

1月8目、松山市総合コミュニティセンターで開催

された昭和・平成カラオケ歌の祭典で近藤哲夫さん

(市場)が最優秀賞(昭和・こころの歌を歌う部門)を受

賞されました。

謙そんされる近藤さんに「今後の活動は?J と尋ね

ると、「地域の中で皆さんといっしょに歌ってゆきた

と。また「かつて自分がやっていたハワイアンハ

ンドから日野てる子さんが歌手デビューしたが、川内

町からもプ口歌手がでればうれしいのだが」とも。

し、」

‘日本PTA会長表彰受賞

川内町PTA会長の神野豊さんは、永年の真筆なP

日本PTA会長表彰TA活動が認められ、 11月18日、

を受賞されました。

PTA活動を通して思うことはの問いに、 「子供の

ことをなにもかも学校に押しつける親のあり方に問題

そして地域の親たちの子供たちへの関わ

と。り方が子供のあり方を決めると思う」

鎗
怠
ネ

中
央
公
民
館
図
書
室
に
「
昭
和

前
期
初
等
教
育
の
実
相
と
そ
の
考

察
」
と
い
う
一
冊
の
本
が
あ
る
。

愛
媛
の
戦
前
・
戦
中
の
教
育
史
を

五
0
0
ペ
ー
ジ
余
り
に
ま
と
め
た

本
で
あ
る
。

こ
の
本
の
作
者
が
今
回
、
「
占

領
期
に
お
け
る
愛
媛
の
教
育
」
で

愛
媛
出
版
文

化
賞
(
社
会

科
学
部
門
)

を
受
賞
さ
れ

た
川
上
小
学

校
教
諭
野
口

学
先
生
で
あ

λ

出。

がある。親、



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ

τ

全
同
教

進
路
保
障
を

ど
う
進
め
る
か

i
B
分
散
会
j

策
判
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大

会
は
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
委

員
長
の
寺
津
先
生
は
、

本
年
は
、
「
同
対
審
」
答
申
か

ら
初
年
、
「
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
」
施
行
部
周
年
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
同

和
対
策
事
業
は
、
住
環
境
の
改
善

を
中
心
に
大
き
な
成
果
を
残
し
て

き
た
。
し
か
し
全
国
日
都
道
府
県

政
令
都
市
の
教
育
委
員
会
で
、
同

和
教
育
担
当
の
部
署
を
設
置
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
却
も
あ
る
。
ま

た
教
育
養
成
課
程
を
も
っ
大
学
、

短
大
の
中
で
、
部
落
問
題
や
同
和

教
育
に
関
す
る
講
座
を
設
置
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
却
%
に
も
達
し
て

い
な
い
、
な
ど
同
和
教
育
が
国
民

教
育
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在

で
も
、
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
一
切
の
蓋
別
を
許
さ
な
い
人
間

連
帯
の
実
現
を
め
ざ
す
同
和
教
育

の
内
容
創
造
と
教
育
実
践
を
交
流

し
、
む
互
い
の
成
果
に
学
び
合
い

展
望
を
拓
く
場
と
し
て
全
国
各
地

か
ら
参
集
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

人
聞
の
や
さ
し
さ
と
尊
厳
の
か
が |教育委員会]

や
き
に
貫
か
れ
た
安
ら
ぎ
を
感
じ

ま
し
た
。

進
路
保
障
は
、
「
同
和
教
育
の

総
和
」
で
あ
り
、
次
の

3
点
を
取

り
組
み
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
進
路
を

め
ぐ
る
差
別
の
現
実
を
明
ら
か
に

す
る
。

②
進
路
を
保
障
す
る
教
育
内
容
や

学
力
の
創
造
・
実
践
を
深
め
る
。

③
進
路
を
保
障
し
て
い
く
態
勢
を

確
立
し
、
そ
の
運
動
を
展
開
す
る

G

こ
の
よ
う
に
、
進
路
保
障
は
、

子
ど
も
た
ち
に
、
部
落
解
放
を
め

ざ
し
、
き
び
し
い
現
実
に
む
か
つ

て
立
ち
向
か
い
、
未
来
を
切
り
拓

く
力
を
育
て
る
こ
と
を
課
題
と
し

て
い
ま
す
。

第

6
分
科
会
で
は
、
「
進
路
保

障
を
ど
う
進
め
て
い
る
か
」
と
い

う
研
究
主
題
の
も
と
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

徳
島
県
鳴
門
市
大
麻
中
学
校
か

ら
は
、
円
先
生
、
わ
い
、
や
っ
ぱ

り
、
が
ん
ば
っ
て
み
る
わ

l
H
と

い
う
主
題
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

同
和
教
育
に
課
せ
ら
れ
た
期
待

や
要
望
に
は
、
科
学
的
認
識
、
基

礎
・
基
本
の
教
科
学
習
、
さ
ら
に

そ
れ
以
上
に
大
切
な
人
間
と
し
て

の
生
き
方
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の

当
た
り
前
の
学
習
こ
そ
今
の
社
会

の
中
で
最
も
重
要
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
教
育
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
と
ら
え
た
全
教
職
員
が
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
そ
の
実
践
に
取

り
組
ん
だ
。

中

3
半
ば
に
な
っ
た
彼
は
、
自

分
が
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
ま
ま

「
荒

れ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
に
気

づ
い
た
教
職
員
集
団
は
、
直
ち
に

職
員
会
を
持
ち
、
彼
を
取
り
巻
く

仲
間
の
変
容
を
凶
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
卒
業
生
も
含
む
先
輩

達
の
生
活
に
も
心
を
寄
せ
、
個
々

の
生
活
を
認
め
、
信
頼
し
き
っ
て

い
く
こ
と
を
基
本
に
し
、
そ
れ
を

通
し
て
関
わ
っ
て
い
っ
た
。
や
が

て
、
彼
も
、
彼
を
取
り
巻
く
友
人

た
ち
も
、
各
自
の
目
標
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
、
立
ち
直
っ
て
い
っ

た。
進
路
保
障
を
阿
っ
て
い
く
上
で
、

教
師
一
人
ひ
と
り
が
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
や
親
の
願
い
、
思
い

悩
み
を
し
っ
か
り
叫
え
、
そ
れ
に

ど
れ
だ
け
寄
り
添
い
、
実
践
で
き

る
か
に
子
ど
も
の
将
来
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。「

い
つ
ま
で
も
、
差
別
は
あ
る

の
で
す
か
」
「
部
落
だ
け
が
よ
く

な
っ
て
、
逆
に
わ
た
し
た
ち
が
差

別
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。
」
こ
れ
は
、
部
落
問
題
に
か
か

わ
る
話
し
合
い
を
設
定
し
た
と
き

に
、
出
席
者
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ

る
こ
と
ば
で
あ
る
。

も
し
、
こ
こ
に
教
育
が
入
ら
な

け
れ
ば
、
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち

は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
「
部
落
問

題
」
が
入
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
起
こ
っ
て
い
る
「
差
別
事
件
」

の
大
多
数
が
、
あ
や
ま
っ
た
形
で

伝
え
ら
れ
た
り
、
も
し
く
は
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
あ

や
ま
っ
た
考
え
方
を
も
っ
た
も
の

が
、
子
ど
も
に
伝
え
た
と
し
た
ら

・・:・
結
果
は
明
ら
か
で
あ
る
。

差
別
の
は
じ
ま
り
は
、
本
当
の

こ
と
を
「
知
ら
な
い
」
こ
と
か
ら

が
は
じ
ま
り
、
だ
と
も
い
え
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
「
部
落
問
題
」

を
教
育
の
な
か
で
正
し
く
学
ん
で

い
く
営
み
が
大
切
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

-12ー



第

げ

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

差
別
を
な
く
そ
う

川
内
中
学
校
二
年

大

野

将

男

な
ぜ
、
登
校
拒
否
に
な
る
の
か

僕
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
僕

に
は
学
校
が
楽
し
い
、
友
達
が
い

る
。
み
ん
な
が
い
る
。
楽
し
い
ク

ラ
ス
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
数
学
の

難
し
い
問
題
が
一
つ
で
も
解
け
る

と
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
。
日

曜
日
な
ん
か
、
退
屈
で
退
屈
で
、

学
校
に
行
き
た
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

で
は
な
ぜ
、
登
校
拒
否
に
な
る

子
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
学
校

ヘ
行
き
た
く
な
い
、

学
校
で
勉
強

す
る
の
が
嫌
だ
と
い
う
気
持
ち
の

積
み
重
ね
で
登
校
拒
否
に
な

っ
て

い
く
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

大
本
の
原
因
に
あ
る
の
が
、
「
い

じ
め
己
つ
ま
り
差
別
で
は
な
い
で

人
権
作
文a

神山『

し
よ
う
か
。

生
ま
れ
つ
き
で
体
や
顔
に
、
で

き
も
の
が
あ
っ
た
り
す
る
人
に
、

「
あ
の
人
、
あ
そ
こ
が
こ
う
だ
か

ら
き
ら
い
な
ん
よ
。
」
と
か
、

「
な

ん
で
あ
の
人
が
い
る
の
。
私
あ
の

人
嫌
い
な
ん
よ
。
」
と
い
う
よ
う
な
、

ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
人
が
現
実
に

い
ま
す
。
僕
だ
っ
て
そ
ん
な
こ
と

を
言
わ
れ
る
と
、
学
校
に
な
ん
か

行
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
子
と
、
付
き
合

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
が

こ
の
川
内
中
学
校
で
も
あ
り
ま
し

た
。
僕
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言

っ
た
人
に
聞
き
ま
し
た
。
「
な
ん

で
あ
い
つ
が
き
ら
い
な
ん
。
優
し

い
ゃ
ん
。」
と
、
そ
う
す
る
と
、
じ

っ
と
僕
の
顔
を
見
て
、
「
パ
カ
か
、

お
ま
え
。
あ
い
つ
き
し
ゃ
な
い
ん

ぞ
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
僕
は
そ
れ

を
聞
い
て
、
む
か
っ
と
し
ま
し
た
。

僕
は
日
頃
、
胸
の
中
で
思
っ
て
い

る
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
「
先
生

の
言
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
な
か
っ

た
ん
か
。
お
ま
え
、
そ
ん
な
ふ
う

に
体
に
関
係
す
る
こ
と
な
ん
か
ど

う
し
ょ
う
も
な
い
ん
や
け
ん
言
っ

た
ら
い
か
ま
い
が
。
」
っ
と
。
そ
う

す
る
と
相
手
は
、
「
や
か
ま
し
ん

や
が
。
」
と
言

い
返
し
て
き
ま
し
た
。

「な
ん
で
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
ん

ぞ
。
」
と
僕
は
言
い
ま
し
た
。

人
間
一
人
一
人
自
分
の
感
覚
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
て
も
、
最
低
限
口

に
は
出
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
「
口
は
、
武
器
な
ん
だ
か

ら
。
」
実
際
自
分
が
言
わ
れ
て
い
る

と
思
う
と
、
正
直
い
っ
て
、
僕
は
、

立
ち
な
お
れ
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
子
た
ち
は
、
重
い
荷
物

を
し
よ

っ
て
い
る
の
で
す
。
苦
し

め
て
い
る
人
が
止
め
な
い
か
、
ぎ
り

は
、
ず
っ
と
、
ず
っ
と
。
世
の
中

に
は
、
体
が
ど
う
し
て
も
不
自
由

で
自
分
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
ら

な
い
人
が
、

す。
僕
が
、
中
学
一
年
生
の
時
学
級

で
、
担
任
の
先
生
と
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

具
体
的
に
言
う
と
「
好

き
な
人
、
嫌
い
な
人
は
、
ど
こ
が

好
き
な
の
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
が
嫌
い
な
の
か
。
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
し
た
。
授
業
が
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。
「
私
は
、
足
が

長
い
人
。
そ
れ
か
ら
、
ハ
ン
サ
ム

の
人
が
好
き
で
す
。
」
と
い
っ
た
女

の
子
が
い
ま
し
た
。
ま
た
男
の
子

の
ほ
う
で
は
、
「
女
の
子
は
デ
ブ

で
な
く
優
し
く
、
自
分
よ
り
、
背

が
低
い
方
が
好
き
だ
。
」
と
い
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

ま
と
め
て
い
う
て
、
先
生
が
「
み

ん
な
が
言
っ
て
く
れ
た
中
で
、
ど

う
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
発
表
し
て
く
れ
。」
と
い
い

ま
し
た
。
す
る
と
み
ん
な
が
、

手

を
あ
げ
、
「
は
い
、
ハ
ン
サ
ム
と

か
、
背
が
高
い
と
か
、
そ
う
い
う

の
が
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
言

い
ま
し
た
。
僕
は
そ

れ
を
聞
い
て
、
安
心
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
分
か
っ
て
い
る

人
が
い
る
か
ら
、
安
心
し
た
の
で

た
く
さ
ん
い
る
の
で

す。
で
も
ま
だ
そ
う
い
う
ふ
う
に
感

じ
て
い
な
い
人
が
い
る
か
ら
こ
わ

い
ん
で
す
。
そ
ん
な
人
は
ハ
ン
サ

ム
じ
ゃ
な
く
足
も
短

い
と
い
っ
た

子
が
い
た
ら
、
差
別
と
い
っ
た
行

為
に
で
る
で
し
ょ
う
。
例
え
そ
う

い
う
ふ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
相
手
を
そ
ん
な
ふ
う
に
見
る

と
、
相
手
は
心
が
小
さ
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
な

こ
と
を
言
う
子
は
、
先
生
に
注
意

さ
れ
て
も
、
ま
だ
自
分
が
し
た
こ

と
が
ど
れ
だ
け
い
け
な
い
こ
と
か

分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
大
人
も
同
じ
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
は
、
大
人
に
も
あ
り

ま
す
。世

界
各
地
で
今
も
な
く
な
っ
て

い
な
い
、
た
く
さ
ん
の
差
別
が
、

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
差
別
を
ど

の
よ
う
に
し
て
、
な
く
し
て
い
く

の
か
、
そ
れ
が
僕
は
、
今
一
番
の

人
類
の
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
未
来
へ
は
ば
た
こ
う

と
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

一
つ
で
も
問
題
を
な
く
し
て
い
く
、

差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
が
な
に
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

丹
べ

υ
1
1
 



領

春

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
色
々
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
自
分
を
磨
き
、
明
る
い

家
庭
と
好
ま
し
い
地
域
守
つ
く
り
に

励
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
町

内
の
女
性
が
手
を
取
り
合
っ
て
、

青
少
年

・
高
齢
者
・
ゴ
ミ
問
題
等
、

女
性
特
有
の
細
か
い
心
づ
か
い
で

地
域
を
見
つ
め
、
仲
良
く
助
け
合

っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
内
全
域
の

皆
さ
ん
の
お
声
を
沢
山
お
聞
き
し

て
婦
人
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

桜

学

級

六
年
度
も
桜
山
一
子
級
の
受
講
生
を

募
り
(
七
十
三
名
で
出
発
)
料
理
・

手
芸
・
講
演
と
、
多
彩
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

「
ぉ
元
気
で
し
た
か
。
」

「
ボ
カ
シ
の
使
い
具
合
い
は
ど
う

で
す
か
。
」

な
ど
、
久
し
振
り
に
顔
を
合
わ
せ

て
の
交
流
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
楽
し
く
研
修
を
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

第

一

回

五

月

二
十
八
日
川
二
時

料
理
教
室
(
三
百
円
集
金
)

「
外
米
の
お
い
し
い
炊
き
方
」
を

昨
年
に
続
き
、
石
田
料
理
学
園
の

石
田
先
生
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

タ
イ
米
及
び
他
の
外
米
も
お
い
し

く
料
理
す
る
事
を
覚
え
ま
し
た
。

第
二
回
七
月
十
八
日
開

一
時
半

人
権
学
習

土
居
町
か
ら
、
江
口
徹
子
先
生

を
お
迎
え
し
て
人
権
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

謙
虚
で
、
お
姿
も
お
心
も
実
に

ほ
れ
ぼ
れ
す
る
よ
う
な
魅
力
的
な

お
人
柄
で
し
た
。
実
例
を
挙
げ
ら

れ
て
差
別
の
現
実
を
ま
ざ
ま
ざ
と

語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

第

三

回

九

月

十
二
日
刊

一
時
半

手
芸
教
室
(
三
百
円
集
金
)

市
場
に
お
住
ま
い
の
渡
部
春
美

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
ハ
ン
カ
チ

の
マ

l
ブ
ル
染
め
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
簡
単
で
し
た
が
、
世
界
に
一

枚
し
か
な
い
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
素
敵
な
ハ
ン
カ
チ
が
仕
上
が
り

ま
し
た
。
希
望
者
は

T
シ
ャ
ツ
へ

た
た
き
染
め
も
し
ま
し
た
。

第
四
回
十

一
月
二
十
四
日
附

一
時

手
芸
教
室
(
五
百
円
集
金
)

上
砂
「
ア
ボ
ン
リ

i
」
の
越
智

久
美
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
ク

リ
ス
帆
ス
ツ
リ
ー
を
製
作
し
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
あ
と
は
、
お

正
月
ツ
リ
ー
の
材
料
を
項
き
飾
り

方
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

家
々
が
パ

y
と
明
る
く
な
る
よ

う
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

第

五

回

十

二
月
十
四
日
附

一
時

お
正
月
料
理
(
二一
百
円
集
金
)

引
き
続
き
石
田
先
生
を
お
迎
え

し
て
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
で
洋

風
的
は
お
節
料
理
を
習
い
ま
し
た
。

盛
り
付
け
も
各
班
で
競
い
ま
し
た
。

「
い
い
お
味
ね
。
」

「
こ
れ
も
、
そ
れ
も
お
い
し
い
。
」

の
連
発
:
。

お
正
月
に
は
、
各
家
庭
で
教
わ

っ
た
全
部
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

食
膳
を
に
ぎ
わ
し
て
く
れ
た
事
で

ー
レ
レ
品

λ
ノ
o

第
六
回

一
月
八
日
間

一
時

三
世
代
交
流

老
人
ク
ラ
ブ
・
小
学
生
・
婦
人

会
の
三
世
代
が
中
央
公
民
館
の
大

ホ
|
ル
に
集
い
、
仲
よ
く
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

V
Y
S
の
方
々
の
指
導
で
、
ア

y
と
言
う
聞
の
楽
し
い

二
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

一
八

O
名
の
三

世
代
大
家
族
が
、
あ
の
大
ホ

l
ル

を
ゆ
る
が
す
ば
か
り
に
は
し
ゃ
ぎ

±
4
F
r
u
h
~

。

各
世
代
の
心
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

交
流
が
出
来
た
事
は
、

A
7
の
核
家

族
生
活
に
大
き
な
安
ら
、
ぎ
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
七
回

三
月
の
予
定

桜
学
級
六
固
ま
で
の
精
勤
者
達

で
町
外
学
習
と
し
て
、
一
日
研
修

旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
見
学

場
所
や
行
き
先
は
未
定
で
す
。

以
上
で
今
年
度
の
桜
学
級
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

来
年
度
は
、
介
護
実
習
な
ど
も

取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
も
参

加
さ
れ
や
す
い
曜
日
や
、
夜
間
も

含
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
桜
山
一
子
級
に
つ
い
て
の
ご
希

望
な
ど
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

温
泉
郡
婦
人
研
究
大
会

二
月
五
日
間
十
時

川
内
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

中
島
、
重
信
の
方
を

L

お
迎
え

し
て
三
町
が
一
堂
に
会
し
て
の

研
修
・
交
流
会
で
す
。

講
演
、
ア
イ
デ
ィ
ア
発
表
、
特

産
販
売
な
ど
あ
り
ま
す
。
な
お
、

川
内
花
の
会
か
ら
お
花
を
二
鉢

参
加
者
に
差
し
上
げ
た
い
と
、

今
、
け
ん
命
に
育
て
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

お
弁
当
は
婦
人
会
が
用
意
し
ま

す。一
一
月
の
ボ
カ
シ
作
り

ボ
カ
シ
石
け
ん
販
売

一一
月
二
十
六
日
間
午
後
二
時

川
内
町
婦
人
会

14 



主
福
祉
協
事
五
だ
ま

松
下
寿
労
働
組
合
の

皆
さ
ん
に
よ
る
独
居
世
帯
慰
問

平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
で
県

下
に
お
け
る
六
十
五
才
以
上
の
人

口
は
一
ヱ
ハ
六
、

O
三

O
人
で
総
人

口
一

、
五
二
五
、
三
四
二
人
に
対
し

一
七
・
四
四
%
で
あ
り
、
比
率
の

一
番
低
い
の
は
松
山
市
で
一
二

・

七
六
%
、

一
番
高
い
の
は
関
前
村

で
凹

0
・
七
九
%
で
す
。

本
町
は
人
口

一
O
、
六
一
九
人
に

対
し
二
、

一
二
七
人
で
二

0
・
0
一二

%
と
な

っ
て
お
り
、
七
十
市
町
村

中
高
い
順
位
で
五
十
番
目
で
す
。

さ
で
、
本
町
で
平
成
六
年
十
二

月
一
日
現
在
七
十
才
以
上
の
独
居

老
人
は

一
O
九
人
で
す
。
こ
の
方

々
は
一
度
し
か
な
い
人
生
を
精
一

杯
生
き
て
い
る
方
々
で
あ
り
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
励
ま

し
慰
め
体
の
介
護
、
家
事
の
お
世

話
を
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
松
下
寿
労
働
組
合
で

は
、
独
居
老
人
の
方
々
へ
の
歳
未

慰
問
と
し
て
十
二
年
前
か
ら
若
い

組
合
員
が
該
当
世
帯
を
訪
問
し
心

の
こ
も
っ
た
慰
問
品
を
手
渡
し
、

長
寿
を
寿
ぎ
健
康
を
祝
福
し
、
ま

た
虚
弱
な
人
に
は
早
く
元
気
に
な

ら
れ
て
慰
問
品
を
活
用
し
て
下
さ

い
と
慰
め
励
ま
し
て
い
た
、だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
年
は
歳
末
二
十
三

日
間
に
丹
執
行
委
員
長
さ
ん
以
下

回
十
余
名
が
中
央
公
民
館
で
出
発

式
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
慰
問
に

廻
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

ご
厚
意
に
対
し
有
難
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

へ
の
ご
厚
志

本
年
度
第
三
・
四
半
期
に
次
の

と
お
り
「
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
多
額
の
金
品
が
ま

ご
こ
ろ
銀
行
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
預
託
い
た
だ
い
た
方
々
の
お

名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

南

方

桑

原

勝

様

(
故
桑
原
ト
シ
コ
様
忌
明
け
)

南

方

柴

田

光

司

様

(
故
柴
田

ハ
ル
ヨ
様
忌
明
け
)

井

内

野

口

静

雄

様

(
故
野
口
孫
四
郎
様
忌
明
け
)

則
之
内
長
曽
我
部
立
男
様

(
故
長
曽
我
部
意
様
忌
明
け
)

兵
庫
県
南
部
地
震

災
害
義
援
金
に
つ
い
て

ご
承
知
の
と
お
り
、
一
月
十
七
日
早
朝
に
発
生
し

ま
し
た
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
の
災
害
状
況
は
日
を

追
う
ご
と
に
甚
大
な
惨
禍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
災
害
義
援
金
を
社
会
福
祉
協
議
会

(
健
康
セ
ン
タ
ー
内
)
で
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
っ

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

井

内

戒

能

久

男

様

(
故
戒
能
信
一
様
忌
明
け
)

重

信

町

中

村

信

一
様

(
故
中
村
要
様
忌
明
け
)

日
本
列
島
粋
の
会

松
山
本
部
長
山
下
健

一
様

松

山

市

田

中

啓
五
様

北

方

天

心

流

川

内

支

部

様

北

方

十

亀

義

房

様

な
か
よ
し
母
親
ク
ラ
ブ

代

表

森

通

香

様

南

方

桑

原

サ

カ

エ

様

宮

西

河

野

宗

一

様

松
瀬
川
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
様



一国
民
年
金

V
二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続

を
忘
れ
ず
に

一
月
十
五
日
は
成
人
の
目
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
二
十

一
世
紀
に

向
か
っ
て
大
き
な
夢
と
希
望
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
人
生
の
第

一
歩
を

踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
の
到
来
と
は

言
う
け
れ
ど
、
遠
い
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

卒
業
、
就
職、

結
婚
、

|
ム
:
:
:
:
老

後

人
生
を
歩
み
出
し
た
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
今
か
ら
豊
か
な
老
後
を

考
え
て
「
年
金
な
ん
て
:
:・
::」

と
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
人

は
誰
で
も
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
年

を
と
り
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

言
う
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
将
来
の
家
族
の
た

め
に
も
、
今
か
ら
の
ラ
イ
フ

0

フ
ラ

ン
を
支
え
、
守
る
も
の
:
:

そ
れ
が
「
国
民
年
金
」
で
す
。

日
本
国
内
に
居
佳
す
る
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
を
は

じ
め
若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
を
支

え
、
次
世
代
に
支
え
て
も
ら
う
と

い
う
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

を
基
本
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

「
何
で
今
か
ら
:
:
・
:
・」
と
考

え
る
前
に
、
国
民
の
義
務
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
、
今

す
ぐ
市
町
村
役
場
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ホ

圃・・・・・・・・圃・闘.

¢9 
こんな ときは、

必ず14日以内に

届 け出 を 国

イ呆
-圃・・・・圃圃・・・・圃

こんなとき 手続きに必要なもの

国 f也の市区町村から転入してきたとき 印かん、他の市区町村の転出証明書

イ呆 職場の健康保険をやめたとき 印かん 、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者からはずされたとき 印かん 、被扶養者になれない理由の証明書lま
し、 子供が生まれたとき 印かん、保険証 、母子健康手帳
ると 生活保護を受けなくな ったとき 印かん、保護廃止決定通知書

き 外国人がはいるとき 外国人登録証明書

国 他の市区町村に転出するとき 印かん、 f呆険~iE

fやめを呆
職場の健康保険にはい ったとき 印かん、国保と 職場の健康保険の両方の保険証

職場の健康保険の被扶養者にな ったとき (後主;が未交付のときは加l人したことを証明するもの)

国保の被保険者が死亡したとき 印かん、保険証、死亡を証明するもの
ると 生活保護を受けるようになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書

き 外国人がやめる とき 保険証、外国人登録証明書

退職者医療制度の対象になったとき 印かん 、保険証、年金証書

市区町村内で住所が変わ ったとき

そ 世帯主や氏名が変わ ったとき
印かん、{呆険言正

。コ 世帯を分けたり 、いっ しょにしたとき

出かせぎや、長期の旅行
イ也 修 学のため 、別に住所を定めるとき 在半証明書;、印かん、保険証

f果s!ti言iEをなくし た とき 印かん 、本人であることiなをと証)明するもの
(あるいは汚 れてf吏えなくなったとき ) (f吏えなくなった保険証

-国保の届け出

一募

集
-・圃闘・・・・・圃嗣-

n
h
u
 

V
県
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集

口
受
付
期
間

2
月
日
日
聞
か
ら
2
月
口
日
幽

ま
で
の

8
時
却
八
万

1
口
時

口
受
付
場
所

①
城
北

・
城
西
地
区、

城
東
地

区
、
城
南
地
区

松
山
市
北
持
田
町

一
三
二

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指

導
課
県
営
住
宅
係

(
包
⑪

一
一
一
一

内
線
四
四
三
)

②
伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
二
六
九
の
一

松
山
地
方
局

伊

予

土

木

事

務
所

(
合
⑫
一

二

O
五
)

口
抽
選
日
時

3
月
3
日
制

日
時
加
分
か
ら

口
募
集
団
地

①
城
北
・
城
西
地
区

松
風
、
松
平
、
朝
美
、
梅
津

寺
、
潮
見
、
鹿
峰
、
中
須
賀

②
城
東
地
区

溝
辺、

悔
の
本
、
天
神

牛



湖
、
吟
松
、
久
米
、

③
城
南
地
医

石
井
、
森
松
、

井
④
伊
予
地
区

新
川
、
伊
予

回I

;
;
、

町
山
L
4
口

西
石

V
女
性
再
就
職
準
備
支
援

集
団
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

口

対

象

再
就
職
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
女
性

口
実
施
主
体

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口

内

容
~ 午日Ijの部 午後の部

場 所
(10:00-12:00) (13: 00-15: 00) 

2/13 開講式 ，(才、 jレテ蜘イスカ y ショ
愛媛県女性職業

オリエ J テーション ノ、再就職体験談&
(月) 立性のキャリ 77，')プ アドノfイス セ/ター

2/14 職I暑のマナ とエテケ
働くときの税金と保険

愛媛県立性職業

日5

セノター

ワ ー プ ロ 一日体験
霊媛県女性職業

(ホ〉 セノタ

2/16 働く女性をめぐる
企業訪問(来定)

愛媛県止性職業

(本) 法律&制度 セノター

2/17 
主性の職場と求人情報 あなたの適職診断

霊媛県女性職業

L(釘 七/タ ー

口
定
員
及
び
受
講
料

却
名
、
無
料

口
申
込
締
切

2
月
3
日
釦

口
申
込
方
法

直
接
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む
か

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

干
七
九

一

松
山
市
山
越
町
四
五

O

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(
合
⑫
二

二

O
二

V
自
衛
官
募
集

口
募
集
自
衛
官

陸
上
自
衛
官

(
2
等
陸
士
)

海
上
自
衛
官

(
2
等
海
士
)

航
空
自
衛
官

(2
等
空
士
)

口
試
験
期
日

1
月

4
日
か
ら

3
月
白
日
ま
で

の
毎
日
。
(
た
だ
し
、
土
叫
日
、

日
限
日
、
祝
日
を
除
く
。
)

口
試
験
場
友
び
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
一
番
町
一二
丁
目

3
の

5

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

松
山
募
集
案
内
所

(
宮
(
む
二

O
四
O
)

民
族
歌
舞
団
わ
ら
び
座
川
内
公
演
決
定
一

~1ir
ふ¥人
C
E

-

-
-

A‘.
1
、.

-

h

.... 

一

avふち一
-一

一〈、i、〓
圃一

一

1

添
付二九
回一

民
族
歌
舞
集

「
い
の
ち
の
歌
」

午
後
日
時
四
分
開
演

-
日
時

3
月
5
日
日
午
後
日
時
開
場

・

場

所

川

上
小
学
校
体
育
館

-

チ

ケ

ッ

ト

大

人

三

O
O
O円

小
中
高
校
生
一
五

O
O円

親

子

券

四

二

O
O円

-
主
催
わ
ら
び
座
を
楽
し
く
み
る
会
・
愛
媛
新
聞
社

-
後
援
川
内
町
・
川
内
町
教
育
委
員
会
・
川
内
町
文
化
協
会

〈
わ
ら
び
座
と
は
?
》

民
族
歌
舞
団
わ
ら
び
座
は
、
日
本
の
民
族
芸
能
の
継
承
と
そ
の
創
造
的
発
展
と
普
及
を
期
し
で
設
立
さ
れ
、
秋

旧
県
田
沢
湖
町
に
本
邸
を
も
っ
劇
同
で
、
現
在
座
員
は
二
五

O
名
。
民
衆
の
い
の
ち
の
賛
歌
や
生
産
・
働
く
こ
と

の
喜
び
、
生
活
の
喜
怒
哀
楽
を
う
た
い
あ
げ
た
全
国
各
地
の
民
族
芸
能
を
取
材
・
習
得

・
舞
台
化
し
、
音
楽
劇
・

歌
舞
劇
・
和
洋
楽
器
の
演
奏
な
ど
じ
つ
の
公
演
班
が
年
間
一

0
0
0凶
を
起
す
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
い
の
ち
の
歌
と
は
?
V

こ
の
舞
台
は
、
劇
で
も
ミ
ュ

l
、
ン
カ
ル
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
う
た
や
踊
り
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
た
舞
台
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
は
、
は
る
か
な
昔
か
ら
、
土
に
働
き
か
け
海
に
挑
み
、
と
も
に
生
き
る
心
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
歌
や
踊
り
に
は
、
よ
り
よ
い
明
日
を
求
め
て
生
き
る
人
々
の
工
、
平
ル
ギ
l
と
、
仲
間
へ
の
愛

情
が
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

今
川
の
作
品
は
、
そ
の
働
く
心
、
共
同
す
る
心
を
恨
っ
こ
に
す
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
民
族
歌
舞
は
、
ま
さ
に

生
活
の
記
録
集
と
い
え
ま
す
。

お
な
じ
町
に
生
き
る
人
間
同
士
、
心
弾
み
、
明
日
へ
の
力
を
交
わ
し
あ
え
る
|
!
そ
ん
な
舞
台
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん

と
一
緒
に
つ
く
り
た
い
と
似
っ
て
い
ま
す
。

-Rわ
ら
び
座
を
楽
し
く
み
る
会
は
、
町
民
の
有
士
山
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
会
で
、
川
内
公
演
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
と
つ
な
が
り
あ
い
た
い
と
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
み
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
参
加
下
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}
川
内
町
役
場
総
務
深

合
六
六
|
二
二
二
二

門
/

近
藤

有
線



下 O 宮 O で加 カ日 111 

ili部度 沖義名変

イ木 す入十 入 内。者 二
者 国T

西 止 異の 中月
正 更 異 有

(百 j度 品 重i11の 動 線
よ部 ;貢 は有 の 放
り建 賀 J欠点泉 お 送

五 )材 五秀 の放 矢口 電
五 六 清 と送

り 言言
J¥ お電

せ の四
ー」 十)話ノ¥

さも，)

⑫J瞬コミの
告知板

-ゴミ出しシール
ゴミ出しシールをお持ちの方は、 3月末日までにと使用ください0

・町指定袋販売庖の追加
町指定袋の購入につきましては、 JAJII上、 JA三内、スーパーかたやま、

ヤマサンセンターで販売しておりますが、今回から新たにスーパーにゅうのや、

くすりのおぎのでも町指定袋を販売することとなりました。

1. ÐえI~ ごみ 2月ごみ収集計画表 清掃センター
電話 66-4989
有線 3130 

収集曜 日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

東谷・西谷(井内を除く )

毎 木火 全

土谷・滑川・天神・ 鳥の子 ・横灘団地 変更なし

井内

北方 ・南方 「ごみ収集計画Jt:::ミスプリントがありました
ので、以下のとおり訂正させていただきます。

奥松瀬川 (収集日) 2月 3、7、10、14、17、21、24、28日

週 I水 ・ 土p|| 前松瀬川(鳥の子を除く ) 2月i1日(土)を

町筋 (天神を除く ) 2月10日(金)に収集

2.ち為tdいごみ・有資源ごみ

収集地域 ガフス・空ビン委員 空き缶等金物類 有資源 ごみ

l 東谷・西谷(井内を除く)
2月13日(月) 2月27日(月) 2月20日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 2月14日(火) 2月28日(火) 2月21日(火)

前松瀬川(鳥の子を除く)
2月8日(水) 2月22日(水)

町筋(天神を除く) 2月15日(水)

井内・土奇・滑川 2月9日(木) 2月23日(木)

「 0新聞・ダンボール・ビールビン -dU証言志・布は資源ごふです J_~

0
0
 

1
i
 



飼
い
犬
の
新
登
録
制
度
(
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
)

毎
年
一
回
の
登
録
が
生
涯

毎
年
一
回
の
登
録
が
、
新
制
度

で
は
生
涯
に

一
回
登
録
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

四
月
一
日
以
降
に
一
回
登
録
す
れ

ば
、
あ
と
は
そ
の
必
要
が
あ
り
ま

2月健康センターだより

健康センタ受付午前 9:00~10:00育 児相談2 [J (本)

健康センター受付午後 1 : 00~ 2:00 育 児 学 級

脳卒中予防講座(3)7 LI伏)

せ
ん
。

一
回
に
刀

ご
注
意
く
だ
さ
い
ノ
.

大
平
成
六
年
度
に
犬
の
登
録
を
し

『血圧と コレステロ ルと脳卒中の関係』

午後 1:30~ 3:00 健康センター

午前 9:30~12 : 00 健康センターこころの健康相談24 fJ tJ'ti 

健康センター午前 8:30~ 10:00 不用犬買い上げ毎週月曜日

健康相談 ・母子手帳交付毎週水曜日

健康センター午前 9:00~12:00 

ガリラヤ A:E午後 1:00~ 3:00 機能回復訓練

て
い
た
方
も
、

平
成
七
年
四
月

一

日
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
制
度
で
も

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

女
犬
の
登
録
は
生
涯

一
回
と
な
り

ま
す
が
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は

従
来
と
同
様
に
年
一
回
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ft75-3753 松山市平井町

松山市南梅本町

北上靖博整形外科

渡部内科

き話番医

5 [] (日)

ft75-2232 11 U (1') 

ft76-6262 

ft76-7811 

松山市7]<泥田l

松山市南梅本町

重信町田窪

友愛内科小児科

中川外科 ・内科

辻井循環器科内科

12 fl (Ell 
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ft64-5632 (テレホンサービス)，j'j(急病院案内
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付
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亡
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23 19 16 15 14 12 12 9 1 2 日
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